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1. はじめに 

近年スマートフォンの発展, 普及により写真

を撮るのが手軽となり写真を SNS などに上げる

ことが容易になってきた.また, 写真を撮る上で

の色合いなどは最近の HDR（ High Dynamic 

Range）機能や写真の編集アプリで調節すること

ができるようになり, 簡単に編集できてしまう

ため写真に対するクオリティーの高さが求めら

れている.しかし, 色が簡単に編集できるのに対

し最適な構図を決めて上手く撮ることはなかな

か難しい.この問題を解決するために,深層学習

を利用し,最適な構図で撮影をする補助システム

の開発を検討する. 

佐藤ら[1]は,畳み込みニューラルネットワー

ク（CNN：Convolution Neural Network）である

VGG16 が魅力度推定器に適していることを示した. 

本研究ではこの魅力度推定器を参考にスマー

トフォンなどから撮影した料理の動画から最適

な構図の写真を出力する撮影補助システムを検

討する. 

 

2. 提案手法 

2.1 魅力度推定器 

提案手法の魅力度推定器では,VGG16 および

VGG19 に転移学習を行う.転移学習をするにあた

って井手 [2] らの作成したデータセット

「NUFOOD 360×10」を用いる料理の写真を 244×

244 にリサイズし入力し,画像に対する魅力度を

教師データとして学習を行う.重みの学習を行う

全結合層の活性化関数には ReLU を使用し,出力

の全結合層にはシグモイド関数を使用,最適化手

法には Adam,評価関数 MAE（ Mean Absolute 

Error）を用い,学習回数は 100回とした. 

2.2 入力動画の撮影方法 

入力を行う際の動画の撮影方法として 2 つの

手法を検討する.手法１では対象の料理を俯角 0

度で 360 度撮影し,その後,俯角をおおよそ 30 度

ずつ同じように撮影しながら上げ,俯角 90 度ま

で撮影する.(図 1) 

 

 
図 1 手法１のイメージ 

手法 2 では,として対象の料理に対し正面から

俯角 0 度で左右 90 度撮影を行い,その後一つ目

の手法と同じように俯角をおおよそ 30 度ずつ同

じように撮影しながら上げ,俯角 90 度まで撮影

する.(図 2) 

 
図 2 手法 2 のイメージ 

2.3 画像の抽出 

2.2 で撮影した料理の動画から魅力度の高い画

像の抽出を行うためにまず,魅力度推定器に入力

する.を行うための画像を動画から生成する. 

画像の生成には OpenCV[3]を使い動画をフレー

ムごとに切り出し,JPEG 形式で保存する.保存し

た JPEG 形式の画像を魅力度推定器に入力をし,

各画像の魅力度を推定し,その中で最も魅力度が

高い画像と最も値が低い画像を比較出力した. 

 

3. 評価実験 

まず,VGG16 を使った魅力度推定器と精度向上

の検証用に,VGG19 を使った魅力度推定器を作成

する.次にデータセットに含まれている料理とデ

ータセットに含まれていない料理を撮影,手法 1

と手法 2に基づいて,動画を生成した. 

最後にそれぞれの動画を魅力度推定器に入力

し評価を行った. 

実験 1 

手法１で撮影した動画を入力し実験１では

VGG16 を使った魅力度推定器により評価を行っ

た.図３は評価結果を示し，A 画像が魅力度最

大,Bの画像が魅力度最小を表している. 
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図 3 実験 1 の出力 

実験 2  

図 4 は VGG16 を使い手法 2 で撮影した動画を入

力した結果を示している. 

  
図 4 実験 2 の出力 

実験 3 

図５は実験３では VGG19 を使い手法 1 で撮影し

た動画を入力した結果を示している. 

 
図 5 実験 3 の出力 

実験 4 

図６は VGG19 を使い手法 2 で撮影した動画を入

力した結果を示している. 

  
図 6 実験 4 の出力 

それぞれの画像の魅力度は表１のようになった. 

表 1 出力された魅力度 

実験番号 魅力度最大 魅力度最大最小

実験１ 0.881235 0.01529771

実験２ 0.95994955 0.02706224

実験３ 0.9891646 0.00118142

実験４ 0.98381305 0.14072469
 

4. 結論 

最適な構図を決めて上手く写真を撮るのは難

しいという問題に対して, 本研究ではディープ

ラーニングによる料理写真の魅力度推定器を使

い, 動画から最適な構図の写真を出力する写真

撮影補助システムの検討を行った. 

その結果,ネットワークの精度に関しては 

VGG16 と VGG19 どちらも 100 回の学習で高い精度

を出すことができた. 

また,提案する写真撮影補助システムを利用す

ることで,データセットにある料理の方がデータ

セットにない料理より良い構図の写真を出力で

きることがわかった. しかしながら, 以下に示

すような問題が発生することも明らかになった. 

⚫ データセットにない料理では，魅力度が 最

小値の方が,最大値で出力された写真より

良い状態の構図が出力される 

⚫ 撮影方法や撮影データのサイズによって結

果が変化する 

これらの問題に対して,撮影方法を改良するこ

とで見切れている写真などを減らす，フレーム

を数フレーム飛ばして動画の画像化する際に 

手振れの画像を減らす,本研究で使った以外の

ネットワークの利用による魅力度推定器の精度

の向上などを行うことで対応できると考えてい

る. また, 今後は，画像を出力しないでリアル

タイム に WEB カメラなどで入力を行い, ユー

ザーに魅力度 を視覚化することで, ユーザー

に納得してもらえる写真を撮影可能なシステム

の実現を検討している. 
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